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　　　　　　　　　Abstract
　The area of “Kurosegawa Tectonic Belt” includes many tectonically hashed Triassic
blocks, extending ENE to SWS. Five Triassic blocks, 10 t０２００ｍ long and ５ to 50 m
width, are newly found in the Kagoguchi-Owada area, easterly adjacent to the Sakawa
Basin, Kochi, Southwest Japan.･They are fault contact with each other without any
stratigraphic relationship. One of them exhibits isolated mode of occurrence in serpen-
tinite.
　This paper reports new occurrence of two ammonites, Ｐａｒａtｒａｃｈ％
i£es sp., and some bivalves: represented by’ Monotis (.Entomonotis)ｚabaifealicQ，怒（£）
ＯＣん０£icaｏＣん０£icaand‘Ｐｌｅｕｒｏｍｙａｆｏｒｓｂｅｒgi,from these small Triassic strata. Among them,
Ｐａｒａtｒａｃｈｖｃｅｒａｓｓp･. obtained from Loc la at Kagoguchi, belongs to the Tethyan-Pacific
fauna, and is indicative of the Carnian age in the Tethyan province. Another ammonite:
ＨｏｌｌａａｄｉtｅｓSp･， collected from Loc. ２ｃ at Owada, also characterizes Tethyan-Pacific
ammonite fauna, and is good indicative of the middle Anisian age in the province. The
occurrence of these ammonites helps to correlate thｅａｅTriassic strata more exactly to the
international stratigraphic scale- And it is the first report of the Anisian strata in
the Sakawa district. Taxonomic study of species level will have to be done with population
samples of each ammonites.
は　じ　め　に
　高知県佐川を中心として，その東西にのびる地域は，いわゆる黒瀬川帯に属している．ここには，
せまい範囲内に，シルル・デボン系をはじめとする古生界，蔵法院・川内ケ谷層群など･の三畳系，
ジュラ系の鳥ノ巣層群および白亜系などが分布しでいる．そして, E. Naumann以来，多くの研
究者がこの地域に注目し，特に佐川盆地を中心に地質・古生物学的研究を積み重ねてきた．その数
は，筆者らの知るかぎりでも百数十編におよぶ．しかし，この地域は地質構造がきわめて複雑なう
えに露出も悪く，そのため古くから研究されているにもかかわらず，十分理解されていない点が数
多く残されている．また，最近の放散虫やコノドントによる時代対比の進歩により，以前と地質の
解釈が変わったり，変わりつつあるところも少なくない．
　今回，報告する高岡郡日高村の鹿児口（竜石）・大和田地域は，土讃本線岡花駅を中心とし，佐
川の北東約６ km, 介石山の東北東約５ｋｍのところにあり，ジュラ系の加茂帯の東に隣接してい
る（第１図）．
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　大和田およびその東の柏井から三畳紀化石が産することは，以前から知られている.
Kobayashi and Ichikawa (1949a, 1949b, 1950a, 1950b and 1950c),およびIchikawa (1950)
　　　　　　　ほりあけは，大和田―堀開・柏井のＯｘｙtｏｍａ-Mytilus bed から，ＯＸ:ｙtｏｍａｓｕｊｉａｂａｒａ，Ｍ:ｙtilｕｓ（Ｆ-
?cimytilus) nasaiなど多数の二枚貝を記載した．また, Kobayashi and Ichikawa (1949c)
　　　　　　まがりた　　　　　　　　●Iは，大和田・曲田から“＆l£omonotis ｏｄｏ£icavar. densistriata”を記載している．ところが，
この地域の地質に関しては，今までほとんど研究がなく，わずかに平田(1974, 1975)の付図中に
地質概要が示されているにすぎない．
　筆頭著者は，佐川町から伊野町にかけて，鳥ノ巣層群やそれにともなう中生界の地質・層序およ
び化石を調べている．そして日高村鹿児口・大和田で，高岡層，三滝花陶岩類,および蛇紋岩の中に
はさみ込まれているいくつかの三畳系岩体から，新たに三畳紀中期および後期を示すアンモナイト
や二枚貝を見いだした．この地域の地質全般については，まだ研究途中上である．今回は，鹿児口・
大和田およびその周辺に分布する三畳系から得られた化石について簡単に報告する．
謝辞：この報告をまとめるにあたり，高知大学理学部田代正之教授には研究全般にわたりご指導を
仰ぎ，また本論の内容について細部まで議論していただいた．同学部波田重煕教授には，黒瀬川帯
の地質について有益なアドバイスをいただいた．高知大学谷内康浩氏には，野外調査にご協力いた
だいた．また，東京大学理学部の大路樹生氏および九州大学大学院の高塚潔氏には，文献の収集で
いろいろとお世話になった．以上の方々に厚く感謝申し上げる次第である．
追記：筆頭著者は，鳥ノ巣層群とそれに隣接する中生界の地質・化石をテーマに研究をおこなって
いたが,1986年３月28日，その途上で急逝した．この報告は，それまでの間に，筆頭著者が精力的
に観察・収集した調査データの一部を，第二著者がまとめたものである．もし内容に，不備や誤り
があった場合，それらはすべて第二著者の責任に帰されるもめである．
地質概要
　鹿児口・大和田地域には，チャ，ト，砂岩，泥岩および緑色岩を主体とする，いわゆる゛古生
界″の高岡層が，東北東一西南西の走向で広く分布している．これらは，通例，走向とほぼ同じ方
向に走る多数の断層によって擾乱されていると思われ，大小さまざまな大きさのブロックに引きち
ぎられていることが多い．また，断層による二次的な擾乱ではない，オリストストロームとして堆
積したと考えられる露頭もある．泥岩は，千枚岩のような外観を示すことがある．
　また，このような断層の走向に沿って，しばしば蛇紋岩が分布している．蛇紋岩の岩体は，露頭
規模の小さなものから，少なくとも幅100 m 長さ500 m以上におよぶかなり大きなものまであ
る．また，三滝花肖岩類もあちこちに小さな丘を作って分布している．
　今回報告する三畳系は，いずれも幅5―50 m， 長さ10－200 m ぼどの東北東一西南西にのびる岩
体である．これらは，褐色に風化した細粒砂岩，生物擾乱を受けた暗灰色の塊状砂質泥岩および黄
褐色に風化するシルト岩などよりなる．これらは，観察できる所では，いずれも周囲と断層，ある
いはそれにともなう擾乱帯で接しており，周囲の高岡層や蛇紋岩の中にもみ込まれたような産状を
示す．岩体ごとにそれぞれ岩質および産出化石や時代が異なっている．岩体と他の岩体との間には
層位的な関係は認められない．また，岡花駅の北北東約２ｋｍのところにある錦山ゴルフ場裏の茶
畑の切り割り（Ｌｏｃ.4）では, Monotis (En£omono£is）り油ｏ£必ａべ■}choticaを多産する上部三
畳系の岩体が，明らかに周囲の蛇紋岩中に取り込まれた産状で露出しているのが観察できる．
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鹿児口・大和田地域の化石産出地点を第１図に示す．
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　　　　　　　　　　　　　　　三畳系の岩質と産出化石
現在までに得られている化石とその岩質を第１表に示す．
＜Ｌｏｃ.1＞鹿児ロ（1 /25,060地形図には竜石と書かれている）：
　ここの切り割りには，少なくとも４個の異なった三畳系岩体がみられるl南から北へ
１レ蔵法院層群の“Zλ2onella bed”に岩質が非常によく,似ている黒灰色泥岩の岩体（厚さ７ｍ十）．
２．暗青灰色塊状中粒砂岩（厚さ４ ｍ，長さ6 m).
３．暗灰色砂質泥岩(Loc. la : 後述；厚ざ５ｍ）．
４．黄褐色細粒砂岩（Ｌｏｃ.lb : 後述；厚さ８ｍ）．
　これらは，ひとつの切り割りのなかに見られるが，お互い.に断層で隔てられており，決して一連
のものではない.
　Loc. 1a は,’暗灰色(dark gray: N 3）で，生物擾乱を受け.，淘汰が悪く，長さ５ｍｍほど
の植物片を多量に含む砂質泥岩の岩体の部分である．化石を含んでいるのは，やや石灰質の新鮮な
ところで, Ｐｏｒａtｒａｃｈｙｃｅｒａｓの住房や，その数個体分の殼破片が, Chlamys moisiso･jicsi (図
版1, Fig. 3), Pleuromyaかrsbergiとともに産出する．
　図版1 , Figs. lA, IBに示したＰａｒａtｒａｃｈｙｃｅｒａｓの標本は，ヘソの肩の部分を欠いて
いる．しかし，
(1).ほぼ平行に近い側面を持つ幅の狭い殻形．
(2). S字型あるいは鎌型の著しい屈曲を示すこまかい肋が数多く認められる点.
(3).肋の上にイボやトゲがまったく見られない点.
(4).殼の腹部が平らで，その中央を明瞭な溝か走っている点
など, Paratrachyceras属の特徴をよくあらわしている.
　Ｐａｒａtｒａｃｈｙｃｅｒａｓ　Wkは，上部三畳系カーニアン階のＴｒａｃｈｖｃｅｒａｓ 　ｈｏｆｍａｎｎｉBoeckh, 1873
をタイプとして, 1914年にArthaberによって設立された.Ｔｒａｃｈｙｃｅｒａｓのグループは，中・
上部三畳系の装飾型アンモナイトとして分類学的にも，また，化石層序学的にも重要な位置を占め
ている．当初，Ｐａｒａtｒａｃｈｙｃｅｒａｓ科に含められ, Arkell (1957)ではTrachyceras ISの亜
属として扱われている．その後に，Ｔｒａｃｈｖｃｅｒａｓ　(s. s.)から分離され，現在ではTrachycer-
ataceae上科, Arpaditidae科の中のProtrachyceratinae亜科に含めて･独立させているぐTozer,
1981a).　むしろ，Ｔｒａｃｈｖｃｅｒａｓ(s. s.)を含むTrachyceratidae科をTrachycerataceae
上科の中の傍流とみなして他と区別し，分離・独立させたといった方が正確かもしれない.
　Paraひachyceras属は，テチス・太平洋型の分布（iヽozer,- 1981a, bのＴあるいはＰＴ″
型の分布）を示し，アルプスからバルカン半島を経て，テチス海北縁づたいに日本まで分布する．
鹿児ロから得た標本は，バルカン半島のカーニアン階から記載された戸．陥かtanni (Boeckh)
(Mojsisovics, 1882, p. 135, pi. X XI X , figs. 13a, b）に，殻形，肋の曲がりかたや肋の密
度などの点てよく似ている．
　一方，Ｐａｒａtｒａｃｈ.Ｎｃｅｒａｓは，日本からも報告されている. Shimizu (1930, p. 15―17, pi. VI,
figs. 4 － 8 ）は，佐川町東光坊（ＴＯＫＯＭＢＯ）および介石山からＰａｒａtｒａｃｆｉｙｃ.cf.んｏか凹i
およびＰａｒａtｒａｃりc. n.　sp. 9　を報告している．また, Bando (1964, p. 108― 109, pi. 6,
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figs. 5a， 5b） は，佐川町下山（註）から，」1?αΓatracりc. n. sp.を記載している．そして，こ
れらの標本を，肋の密度，幅および配列の不規則性(Shimizu, 1930, p. 16),肋の密度，二股分
岐の特徴(Bando, 1964, p. 109)などの点をあげて, Ｐａｒａtｒａｃりｃ.ｆｉｏ/Ｔｎａｎｎｉと区別し，それ
ぞれ別種(n. sp.)として記載している．　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　しかし，アンモナイトの殼形や肋の性質には個体変異が多く，分類には注意を要する( Kennedy
and Cobban, 1976).現にSmith (1914)が記載した北米ネバダ州の三畳紀中期の多数のアンモ
ナイトのうち，かなりの゛種″が同一種内の変異を゛分類″してしまったものであり，整理される
｀きであることがわかっている(Silberling, 1962).鹿児口の同一サゾプル中のいくつかの標本
を観察しても，肋の密度や分岐のようすは変異が多く, Mojsisovics (1882)のＰａｒａtｒａｃｈｙｃ，
hofmanni (こそっくりなものもある一方, Shimizu (1930)やBando (1964)の記載種に似てい
るものもある．
　分類の正確を期すためには，･今後，より完全な集団標本を得て検討する必要がある．
　,Ｐａｒａtｒａｃｈ:ｙｃｅｒａｓｈｏｆｍａｎｎｉグループは，テチス北縁から太平洋地域の上部三畳系カーニアン階
を特徴づけると考えられる.
　Ｌｏｃ.lbの岩体は，黄褐色に風化した淘汰のよい細粒砂岩からなる．これにはＭ泌ｅ函即沿ａ
ｋｔａ芦ｍａｉ，Ｏｘｙtｏｎｘａ　ｓp.などの殼やその破片が，他生的な産状で含まれている. Kobayashi and
lchikawa (1949aなど）に書かれているOxytotna一Ｍｙtilｕｓ bed に相当すると思われる．
＜Ｌｏｃ.2＞大和田：
　位置的には, Kobayashi and lchikawa (1949c, 1950a)に書かれている堀開（ＨＯＲＩＡＫＥ），
曲田（ＭＡＧＡＲＩＴＡ）のあいだにあたる民家裏の崖である．観察できる限りでは，北から南へ
(1)
(2)
(3)
Monotis (En£omono£is) zabaihalicaを多産する黄色に風化する細粒砂岩(Loc. 2a).
Monotis (E.)ｓｃｕtifoｒmiｓを産する黄色く風化する細粒砂岩(Loc. 2b).
蔵法院の“ＤａｏＲｅｌｌａｂｅｄ”に非常によく似た黒灰色泥岩（緑灰色チIヤート岩体がもみこま
　れている）．
(8)、Ｈｏｌｌａｎｄｉtｅｓsp. を産するシルト岩と細粒砂岩の互層(Loc. 2c)
以上の４個の岩体がN 80° Ｅ の走向で分布している. Loc. 2aと2bの関係はよくわから
なかったが，それ以外の岩体はお互いに断層で接している.
　Loc. 2a からは，殻長20－60 mm のMonotis (.En£omono£iｓ）ｚａｂａｉｈａｌｉｃａ(Kiparisova)
が豊富に産出する. Kobayashi and lchikawa (1949c, p. 253, pi. 9, fig. 15)は，大和田の曲
田から“五iitomonotis ochotica var. densis£ｒiaぱ’を記載している. Loc. 2は，曲田のひと
つ南め谷にあり，これとは別の岩体と考えられるにM. (E.) zabaikalicaが大和田地域から報
告されるのは，これが初めてである.
　Loc. 2b からは，最長10－30 mm のMonotis ( E.)ｓｃｕtifoｒmiｓ（Ｔｅｌｌｅr）を産する．
　図版にFig. 3に示したHollanぷ£es sp. は，転石だが，確実にＬｏｃ.2cの互層のシ
ルト岩から出たものと考えられる．標本は１個のみで，直径５－６　ｃｍの未成年殻の約1／3巻
きほどが残されたものである．穀は，多少側圧をうけて変形し，右側面および縫合線は残されてい
　脚注:Bando (1964)は産地をSHIMOYAMA　と措いているがSHITAYAMA　ともよぶら
しい：介石山の南斜面にあたり,Shimizuの産地とほぼ同じと考えられる；第１図参照
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表1.三畳系の岩質および産出化石
　　　　　　　　　　　＜ＬＩＴＨＯＬＯＧＹAND FOSSILS>
1di●1　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　yLoc. la:KAGOGUCHI
　　Dark gray (N3), moderately bioturbated calcareous sandy mudstone containing many
　　plant remains.　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　　・　－
　　　Ｐａｒａtｒａｃｈｙｃｅｒａｓsp.　　　　　　　　　　　　　　　゛
　　　ChlaｒｎｖｓｍｏｉｓiｓｏｕicｓｉKobayashi and Ichikawa
　　　Ｐｌｅｉ£ｒｏｍｙａｆｏｒｓbeｒgi（Ｂｏｅｈｍ）　　　　　　　　　　　　　･，
Loc lb:KAGOGUCHI
　Dark yellowish brown （10YR 4／2 : weathered condition), well-sorted, fine-grained
　　sandstone containing many shell-fragments.
　　　ＭｉｎｅtｒｉｇｏｎｉａｋａtａｙａｍａｉKobayashi and Ichikawa　　　ス
　　　Ｏｘｙtｏｍａｓp●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
Loc 2a:OWADA
　　Dusty yellow (5Y6/4:weathered condition), ill-sorted micaceous fine-grained sandstone.
　　　Mono£iｓ（Ｅｎtｏｍｏｎｏtiｓ）ｚabaifealica(Kiparisova)
Loc 2b:OWADA
　　Dusty yellow (5Y6/4:weathered condition), ill-sorted micaceous fine-grained sandstone.
　　　Mono£iｓ（Ｅｎtｏｍｏｎｏtiｓ）ｓｃｕti/ｏｒｒｍｓ(Teller)
ＬＯＣ.2C（ｐ）:OWADA
　　Alternating beds of dusty yellow （5Y 6／4 : weathered condition･), very fine-grained
　　sandstone, 1 t０3cm thick, and light olive gray （5Y 5／2: weathered condition), siltsone
　　of 5―15cm thick.
　　　Hollandi£es sp.　　　　　　　　　　　　　十　　　　　I●
Loc 3a:OWADA-OKABATA
　　Medium bluish gray （5B 5/1), massive fine-grained sandstone containing many sell-
　　and altered volcanic rock-fragments･
　　　Mono£is (En£omono£iｓ）ｏｃＫｏtｉｃａ　ｏｃｈｏtｉｃａ(Keyserling)
Loc 3b:OWADA-OKABATA　　　　　　　　　　　　　　　，.
　　Dusty yellew (5Y 6／4 :　weathered condition), ill-sorted micaceous fine-gi･ained
　　sandstone-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀”
　　　Monotiバ臨tomonotis)ｚａｂａｉｈａｌｉｃｎCKiparisova)
Loc 4: NISHIKIYAMA GOLF COURSE
　　Grayish orange （10YR 7／4 : weathered condition), ill-sorted micaceous fine-grained
　　sandstone.
　　　MO rlo£is(Entomono£is) ocho£ica ochotica (Keyserling)
Loc 5 : TAKENOKURA　　　　　　　　　　　　　　　　　‘ ’
　　Grayish orange (lOYR 7／4 : weathered condition), mud･dy medium-grained sandstone
　　with abundant plant remains.　　　　　　　　　　　　　　・
　　　Ｍy£ilus{Falcimy£ilus) nasal Kobayashi and !chikawa
　　　Ｓａｆｅａｕ･janella£ｒ必ｄ必aIchikawa　　　　　　　｀
　　　Ｐｌｅｕｒｏｍｙａｆｏｒｓbeｒgi（Ｂｏｅｈｍ）　　　　・
*( p) means fossil collected as rolled pebble.　　　゛
ないが，表面装飾は比較的よく観察できる．殼はやや幅がせまく，側面はほぼ平行である．･巻は中
庸から緩巻きで，ヘソは浅い．肋はややこまかく，その幅はまちまちである．肋はゆるやかな
biconcave屈曲を示し，腹部近くでやや粗くなり，強く前へ曲がる．腹部近くに分岐肋が現れるが，
その挿入の規則性はない．殼の最後の部分で, biconcave屈曲を示す細肋が消え，装飾が粗くなる
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きざしが見られる．この部分は幼年殼から成年殻に移行するところと考えられるが，それ以後の装
飾の性質はわからない．イボやトゲはどこにも出現しない．腹部は完全には保存さ,れていないが，
観察できる限りでは，溝やキールはない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ
　この標本は, Moisisovics (1888)およびそれを見直したIchikawa (1963) (Cよる宮城県稲
井層群産の　裁）μ凹ぷ£むｓ cf. ﾉ叩onicus (Mojsisovics, 1888, p.171, pl.l, fig.4；　Ichikawa,
1963, p.10, p□7, fig.4)に，腹部近くの肋の強さやその屈曲の点て比較できる．また, Diener
(1895)によって示されたヒマラヤ産のＨｏｌｌａｎｄｉtｅｓ ｕoiti（Oppel）に，肋の二分岐のしかたなど
の点てよく似ている．裁jllanぷ£ｅs属は, Ceratitaceae上科, Ceratitidae科, Beyrichitinae
亜科に属し，アルプス，ヒマラヤなどテチス北縁を経て日本など太平洋地域まで分布する（Ｔｏｚｅr，
1981a, bのＰＴ型の分布）．
　一方，この標本は，北米ネバダ州やブリティッシュ・コロンビアなどのアニシアン･階から知られ
ているＧｙｍａｏtｏｃｅｒａｓ属にも似ている点がある。 Gymnotoceras属は，Ｈｏｌｌａｎｄｉtｅｓ属と同じ
Beyrichitinae亜科に属するが，テチス系に対立する北方系フォーナの一員である（北方系アン
モナイトフォーナの概要についてはTozer. 1961, 1981b, 1984を見よ）．特にj Smith (1914,
p.lO9, pi. LXV, figs.14 － 19）によって記載されたGymno£oceras blakei (Gabb)とは，
細肋の密度や，それがbiconcave屈曲を示す点がよく似ている．また, Yabe and Shimizu (1928,
p.l21, p1. XI ， fig- 11 ）が宮城県利府から記載したＧ.ｐａｕｃｉｃｏｓtａtｕｓにも比較できる．し
かし，大和田産の標本は, Gymnotoceras属の各種に較べ，ヘソがずっと広く，また，キールを持
たない点て明らかに区別できる．
　ＨｏＵａｎｄｉtｅｓ　Ｍの各種は，成長にともなって装飾がかなり変化することが知られており，個体
変異も大きいことが予想される．また，それらは普通，成年殻をもとにして記載されているため，
未成年殼の同定には資料が十分でないことが多い．大和田産の標本も，種レベルの鑑定の正確を期
すため，今後集団標本を得て検討する必要がある．
　Ｈｏｌｌａａｄｉtｅｓ属の各種は，テチス北縁から太平洋地域にかけての中部三畳系アニシアン階中部から
特徴的に産出している．日本では古くから宮城県の稲井層群から産出が報告されている(Moisisovics,
1888ほか多数）．同じ黒瀬川帯の中では，愛媛県東宇和郡城川町田穂で，二畳系野村層群中にはさ
まれる小岩体からj70μandites,Ｕｓｓｕｒもtｅｓ，＆以以）aitｅｓすｉどのアニシアン階のアンモナイ
トが産出することが知られている（市川, 1967).佐川地域から中部三畳系下部のアニシア階が確
認されたのは，今回が初めてである．
　大和田のLoc. 2では，Ｈｏｌｌａｎｄｉtｅｓを含むアニシアンの岩体が, Mono£is (K) s。£iかｒ面s
を産するノーリアンの岩体と隣合わせに並んでいる．また，その間には，蔵法院の“ひaonella bed”
にきわめてよく似た黒灰色泥岩の岩体が途切れ途切れにはさまれている．
＜Ｌｏｃ.3＞大和田一岡端：
　大和田のひとつ西の谷にあたり, Mono£isを含む上部三畳系岩体が谷の東斜面に沿って分布し
ているが，露出はよくない．北から南に向かって，以下のふたつの岩体が認められる．いずれも，
観察できるかぎりで幅約10 m ほどしかない．
１．緑色火山岩片とともに殼長10－40 mm のＭ・Ｑ£is (En£omonotis) ochotica oc九otica
　　　の殼や殼破片を多産する細粒砂岩(Loc. 3a).
2.殼長20－60 mm のMonotis (E.) zabaikalicaを多産する細粒砂岩（Ｌｏｃ.3b）.
　このうち，Ｌｏｃ.3bのＭ.（£) zabaikalicaを産する岩体は，位置的にみてLoc. 2a
と同じ岩体であると考えられる．　　　　　　　　　　　　　　　　･.
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＜Ｌｏｃ.4＞錦山ゴルフコース：
　前に述べたように, Monotis (£) ocho£ica ochotica (Keyserliりg）（図版1 , Fig. 4)を
多産する上部三畳系岩体が，蛇紋岩の中にとりこまれた産状で露出している．
＜Ｌｏｃ.5＞加茂一竹の倉：　　　　　　　　　　　　‘
　東側の三滝花南岩類，南側のジュラ系といずれも断層で隔てられた，南北20－30 m， 東西100－
200 m の岩体である．保存のよい植物片をともなう浅海性の細粒砂岩を主体としている．ここから
は，Ｍｙ£ilus (Falcimy£ilus) nasai Kobayashi and lchikawa （図版にFig. 5),Ｓａｆｅａｉｏａａｅｌｌａ
臨ａぷca lchikawａ, Ｐｌｅｕｒｏｎａｙａ/ｏｒｓbeｒgi（Ｂｏｅｈｍ）（図版1 , Figs. 6a-c)が産出する. p.
foｒｓbeｒgiは，図示したように合弁のものがあり，また殼もよく保存されている．殼の膨らみ具合
いにはかなり大きな個体変異が見られる．今回，得られた同＝－サンプルの中にも，図示したような
膨れたものから, Kobayashi and Ichikawa (1950c, pi. IV, figs. 8a-c)の記載に近い，ひら
たいものまである．
ま　と　め
　今まで述べてきたように鹿児口・大和田地域に点在する三畳系は，幅5-50 m， 長さ10－200 m
程の小さな岩体である．岩体と岩体は断層で隔てられており，層位的な関係を示さずにバラバラに
はさみこまれている．これらの三畳系岩体の中には，古くから化石産地として知られているものも
あるが，今回，新しく発見した岩体もある．　　へ
　これらからは，今までMonotisや£laonella以外に有効な示帯化石が得られておらず，そ
の時代対比は必ずしも十分ではなかった．しかし今回，ふたづの岩体から，それぞれ中部および上
部三畳系を特徴づけるアンモナイト化石を見いだした．これによづて，より正確な時代対比をおこ
なうヒントが得られた．
　そのひとつは鹿児口(Loc. la)から産したＰａｒａtｒａｃ h.＼ｉｃｅｒａｓsp. で，これはテヂス区から太平
洋区にかけてのカーニアン階から知られている．このアンモナイトは, Kobayashi and Ichikawa
（前出）によって記載されだＯｘｙtｏｍａ-Ｍｙ tilｕｓbed” の中の二枚貝と明らかに一緒に産出する．
岩質・化石の類似性や岩体の分布から見て．“○りtｏｍａ一皿μ血ｓ bed” には，少なくともカーニ
アン階あるいはその付近に対比できる部分があると考えられる．
　一方，大和田(Loc. 2c)から産したアンモナイトは，テチズ区から太平洋区のアニシアン階中
部を特徴づけるＨｏｌｌａ几(五tｅｓ sp.に同定できる．今回，裁Manぷ£ｅｓ sp. が得られたことに
より，佐川盆地にも中部三畳系下半のアニシアン階が，断片的ながら存在することが初めて確認さ
れた．
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Figs. lA, B.　Ｐａｒａtｒａｃｈｙｃｅｒａｓｓｐ.:Loc la, Kagbguchi, Carnian.
　　　1A : lateral view, IB : ventral view.
Fig. 2.召ollanぷ£es sp. :Loc.2c, Owada, Middle Anisiaii.
Fig. 3. Chlamys mojsisovicsi Kobayashi and !chikawa; Loc.la, Kagoguchi (associated
　　withＰａｒａtｒａｃfiｙｃｅｒａｓsp.).
Fig. 4. Monotis (Entomono£iｓ)ｏｃｈｏtｉｃａ ｏｃｈｏtｉｃａ(Keyserling);　right valve;　Loc.4, Ni-
　　shikiyama Golf Course.
Fig. 5. Mytilus ( Falcimy£ikis)几ｎｓａｉ Kobayashi and Ichikawa;　left valve;　Loc.5,
　　Takenokura.
Figs. 6A-C : Plei↓ｒｏｍｙａｆｏｒｓｂｅｒgi(Boehm); Loc.5, Takenokura.
　　　6A, B : photostereograph of left valve.
　　　6C : dorsal view.
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